
金
滞
古
日
制
芯
巻
十
一

る
K
.
右
は
翌
九
年
二
月
玉
泉
院
逝
去
の
時
の
甘
析
を
ば
聞
き
談
り
た

る
も
の
也
。
玉
泉
寺
の
係
下
と
併
せ
考
ム
ペ
し
。

。
天
徳
院
寺
領

三
州
芯
来
図
概
見
附
鍬
頭
註
花
一
冨
ふ
。
天
徳
院
の
寺
側
五
百
石
、
内

二
百
石
は
雨
支
封
侯
よ
り
也
。
是
は
母
堂
の
寺
故
陀
微
妙
公
の
命
を

以
て
た
り
と
。
平
次
按
宇
る
に
、
岡
支
封
侯
と
は
二
仙
山
・
大
型
苛
の

雨
支
落
な
る
べ
け
れ
ど
、
右
前
務
よ
り
二
百
石
寺
領
を
附
ら
れ
し
と

い
ふ
事
院
か
た
ら
宇
。
立
延
二
年
の
尚
来
牲
に
、
山
品
院
御
寺
額
五
百

石
之
内
、
草
間
百
二
拾
三
石
九
斗
三
判
三
合
之
所
者
.
官
山
御
額
分

知
負
郡
若
柿
原
村
に
而
致
"
恥
納
一
策
候
。
風
損
・
水
損
之
筒
、
不
足
米

相位
=首
山
-被一
-仰
付
-
之
魁
候
。
然
共
従
ι一微
妙
院
殿
司
被
ι一下
位
-
候
御
一

行

陀
は
、
官
山
御
寄
附
之
趣
は
柾
r御
座
一
と
あ
り
。
叉
究
政
年
中
之
寄

付
K
‘
天
徳
院
之
寺
領
五
百
石
之
内
、
-
一
百
石
従
一
宮
山
表
-
御
一
帯
附
之

濫
館
、
指
由
紀
等
相
札
侯
庭
、
承
服
三
年
微
妙
公
松
雲
公
御
連
名
之

御
一
行
五
百
石
御
寄
附
被
ν
成
‘
明
賂
三
年
之
所
附
之
内
、
越
中
約
負

郡
背
拍
荷
原
村
百
二
扮
三
石
鍛
被
ν
迫
。
右
若
荷
原
村
は
富
山
御
領
陀
御

座
候
へ
共
、
二
百
石
従
『
一
官
山
-
御
寄
附
之
務
相
知
不
ν
中
。
と
純
せ
た

り
。
按
・
干
る
に
、
布
若
荷
原
村
は
.
承
隙
明
勝
の
頃
は
宮
山
領
陀

τ

伊
り
Awr向
怜
ド
r
ド
ト
F
H川
川
W
以

内

必

活
路
類
焼
致
し
、
延
享
二
年
再
興
及
=
出
願
一
立
延
元
年
之
瓦
御
建
立

被
v
成
。
と
減
せ
た
り
。
按
守
る
に
、
出世
田世
紀
K
、
享
保
三
年
四
月
六

日
未
刻
小
立
野
砲
坂
溢
横
山
刑
部
家
中
よ
り
出
火
、
夫
徳
院
鋭
機
並

に
惣
門
等
焼
失
。
と
あ
り
て
、
此
の
時
小
立
庵
も
延
焼
す
。
さ
て
明

治
五
年
無
憤
無
位
の
寺
院
底
止
の
御
相
官
令
に
付
宮
、
質
問
寺
の
塔
頭

武
昌
寺
と
共
陀
伺
ひ
出
し
‘
型
六
年
庖
放
を
践
し
‘
建
物
は
北
ハ
の
仲
間

あ
り
し
を
、
同
八
年
賀
閲
寺
末
の
三
澗
庖
と
い
へ
る
尼
庵
を
ば
、
小

立
賂
の
跡
へ
移
し
、
今
は
三
澗
庖
と
す
。

O
陽
廃
公
廟
所

本
車
冊
略
譜
陀
云
ム
。
防
政
公
訴
光
高
初
名
利
高
一
三
世
微
妙
公
之
世

子
e

一
冗
和
元
年
十
一
月
廿
日
於
=
金
都
城
-
生
寸
母
堂
天
徳
夫
人
-
究
武

六
年
四
月
廿
一
一
一
日
元
服
賜
一
将
軍
家
之
訴
字
-
改
“一抑
制
光
高
↓
任
=叙
従
四

位
下
左
近
衛
撒
少
将
妓
筑
前
守
↓
同
千
六
年
六
月
甘
日
稽
ν
崩
d

正
保

二
年
四
月
五
日
於
=
京
都
辰
口
邸
-逝
去
享
年
三
斗
有
一
。
五
月
寸
日

湿
-
一
説
於
本
務
披
東
天
徳
院
境
内
↓
朗
鋭
陥
股
院
ベ
叉
三
笠
記
K
、
御

遺
骸
E
金
柑
刊
に
約
め
車
中
り
、
金
津
へ
還
り
車
中
る
。
御
供
の
人
々
は
青
山

《
目

πν

織
部
以
下
、
腕
徳
寺
よ
り
出
家
一
人
相
見
し
事
り
、会
探
へ
入
ら
せ
ら

れ
.
天
徳
院
へ
移
し
事
り
、
御
山
酢
迭
の
規
式
相
油
開
み
、
御
遺
骨
を
高

企
部
古
政
志
各
十
一

五
回

無
ν
之
.
金
津
領
た
り
し
故
也
。
後
に
官
山
領
陀
成
り
け
る
故
、
富
山

滞
よ
り
の
者
附
と
云
へ
る
も
の
也
。
然
る
を
一
一
百
石
は
富
山
・
大
翠

寺
雨
家
よ
り
の
寄
附
な
ど
ミ
い
へ
る
も
、
皆
後
人
の
附
曾
也
。
宮
山
・

大
山
単
品
寸
の
沓
領
は
、
円
品
開
景
周
の
本
封
叙
次
考
民
、
官
山
侯
の
醤
僚

は
.
妨
負
郡
之
内
六
高
石
、
能
美
郡
之
内
二
高
石
.
新
川
郡
之
内
二

高
石
、
都
合
拾
悶
石
、
大
山
単
品
寸
侯
の
巡
債
は
江
沼
郡
一
凶
六
市
内
五
千

石
絵
‘
新
川
郡
凶
千
石
除
.
都
合
七
高
石
也
。
然
る
を
微
妙
公
菟
逝

後
、
肉
治
三
年
宮
山
大
盗
寺
前
侯
易
邑
締
地
あ
り
て
、
官
山
は
椋
負

郡
と
新
川
郡
の
内
陀
て
領
分
と
な
り
、
大
宮
寺
は
江
初
制
仰
と
能
美
郡

の
内
に
て
領
介
を
定
め
ら
れ
た
る
よ
し
い
へ
り
。
さ
れ
ば
若
荷
原
村

の
Z

へ
徳
院
の
寺
側
を
共
の
他
忙
な
し
て
、
易
邑
部
地
あ
り
た
る
也
。

O
塔
頭
小
立
庵

三
州
芯
来
図
概
覧
附
録
に
一
再
ム
。
小
立
施
は
、
昔
小
立
野
の
麟
野
な
り

し
頃
よ
り
あ
り
け
る
崎
放
な
る
を
‘
元
和
九
年
天
徳
院
建
治
の
時
塔

司
の
鋭
と
す
と
い
へ
り
。
天
徳
院
由
来
牲
に
云
ふ
。
天
徳
院
閉
山
E

山
和
術
之
弟
子
需
源
、
立
武
九
年
建
立
・
本
山
寺
領
之
内
を
以
米
二

拾
依
毎
年
可
v
被
v
下
官
、
奥
村
凶
幡
津
閉
玄
務
前
回
釣
馬
三
人
よ

り
寺
枇
翠
行

葛
傘
誠
人
茨
木
右
街
門
雨
入
b
被
=申
渡
↓
亭
保
三
年

野
山
へ
送
り
奉
る
。
共
時
の
御
供
に
は
金
調
陣
よ
り
前
問
芯
厳
守
、
小

松
よ
り
小
幡
下
野
と
有
ν
之
底
.
下
野
は
病
朱
に
取
結
び
、
寺
西
若
狭

と
相
究
り
、
宮
山
よ
り
近
藤
叩
斐
‘
大
聖
宥
よ
り
才
監
物
供
挙
す
。

高
野
山
天
徳
院
陀
て
法
品
開
執
行
、
依
牌
石
塔
を
治
立
す
。
と
あ
り
。

按
!
?
る
に
.
高
野
山
天
徳
院
へ
の
書
簡
に
.

一
節
致
-a一按一
上
-候
。
筑
前
向
寸
前
月
五
日
於
a
江
戸
-
死
去
陀
付
而
‘
死
骸

昨
十
九
日
金
津
会
清
候
而
、
首
地
於
一
夫
徳
院
-
法
事
被
一
申
付
一
作
菩
相

抑
制
次
第
、
諮
問
哨
高
野
山
h
筑
品
義
登
一
於
品質
苛
-
法
事
御
執
行
候
桜
可
v

仕
旨
、
肥
前
守
方
よ
り
被
=申
越
-
候
。
前
回
志
向
順
守
・
小
幡
下
野
守
遺

骨
を
も
り
可
む
能
登
-
之
官
被
=
巾
付
-
候
。
左
様
候
へ
ば
‘
品
目
寺
此
地
潟
E

菰
山
総
-
御
下
向
被
ν
成
候
事
.
必
御
無
用
に
御
座
候
。
銭
ν
共
以
a
掛
川
脚
-
申

入
候
。
恐
悦
諮
言。

卯
月
什
日

本

多

安

易

守

利

横

山

山

披

守

判

高
野
山
天
徳
院
御
同
街
中

右
書
簡
高
野
山
天
徳
院
に
子
ν
今
傍
来
す
と
云
ふ
。
三
州
志
槌
礎
鍛
考

に
一
試
ム
。
陽
町
公
挺
後
三
十
五
日
に
品
川
町
り
て
、
五
月
十
日
金
部
実
徳

院
に
於
て
務
副
大
法
曾
あ
り
。
導
仰
は
小
松
玉
龍
寺
八
社
文
尭
和

五
五




